
 

３年生との思い出をつくろう！送別行事 
３月７日（金）に全校生徒で送別行事をしました。 

生徒会が考えた陣取りやドッヂボール、校内宝探

しなどで楽しい一時を過ごし、最後には、互いにメ

ッセージを贈り合い、３年生からはあいさつ運動の

のぼり旗が贈られました。 

全校生徒で触れ合い、遊ぶ最後の機会となりまし

た。互いに良き思い出が残せたと思います。 

また、この日は「弁当の日」で学年別の目標にむ

けて、生徒たちは自分の弁当

を作ってきました。諸塚産、

宮崎県産の食材も使っていた

ようです。おいしそうでした。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
国スポ・障スポに関する授業を実施しました！ 
 第８１回国民スポーツ大

会（２０２７年９月２６日

～１０月６日）・第２６回全

国障害者スポーツ大会（２

０２７年１０月２３日～２

５日）に実施される“日本のひなた宮崎国スポ・障

スポ大会”に関する授業を実施しました。授業では

国スポ・障スポに自分はどんな関わりができるか、

を考えて意見交換をしました。今の中学生がちょう

ど高校生の時に開催されることや県の国スポ・障ス

ポ局総務企画課の先生からも話があり、生徒たちは

興味関心を高めていました。諸塚村では、ＡＪＴＡ

スポーツ玉入れ競技が実施される予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
思春期福祉体験学習 
  卒業を控えた３年生は、さまざまな行事に取り

組みました。その一つが、３月１３日（木）に諸

塚村役場と連携して実施した「思春期福祉体験学

習」です。卒業を間近に

控え、家を巣立つ生徒

の自立に必要な「性」の

講話に始まり、将来の

生活設計にも取り組ん

でみました。 

 

第７８回卒業式挙行 
３月１６日（日）、卒業の日でした。 

当日は曇りでしたが、第７８回卒業式を挙行す

ることができました。９名の生徒が本校を巣立

っていきました。 

  まず、卒業生一人一人に、卒業証書を手渡し

ました。式辞では、「自分を信じて自分を大切に

して羽ばたいてほしい。」と述べました。在校生

を代表して、黒田 琉夏さんが送辞を述べたあ

と、卒業生を代表して、黒木 梁太郎さんが答

辞を述べ、３年間の思い出と故郷への思い、そ

してこれから自分の足でしっかり歩んでいくと

いう力強いメッセージを伝えてくれました。               

いつも前を向いて、９名で協力し合い、後輩

たちを引っ張りながら、学校生活に取り組む姿

は大変立派でした。特にしっかりとした挨拶が

でき、他者への思いやりにあふれ、明るく笑顔

を大切にした３年生、最後は清々しい表情で学

校を後にしました。 

卒業生の皆さん、ありがとうございました。 

いつまでも元気で、行ってらっしゃい！ 

 

 

 

 

 

 

 

   

保護者・地域の皆様へ 

 
本年度の学校通信はこれが最終号です。 

１年間、諸塚中学校の学校運営に対し、ご

理解、ご協力をいただき、誠にありがとう

ございました。 

令和７年度も、変わらぬご支援をいただ

きますよう、お願い申し上げます。 

（諸塚中学校通信） No.13     文責 土谷 敬子 

左の QR コードから諸塚中

ホームページが見れます！ 


